
認知症を正しく知ろう！

～皆さんの力で認知症になっても

安心して暮らせるまちづくりに向けて～
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参考資料：認知症サポーター養成講座標準教材



テキスト学習の目的

• 認知症に関して、正しく理解する。

• お住まいの地域や職場で、認知症の方と接する際には、
相手を理解し、正しく対応できるようにする。

• 認知症のことを正しく理解してくれている方が、地域に

たくさんいて、さりげなく見守ってくれたり、いざというとき

に手を差しのべてくれる地域なら・・・

認知症の方やその家族の方々は、

安心して生活し続けることができるでしょう！

皆さんの力で

の構築を進めます！

認知症になっても、住み慣れたまちで安心して住み続けられることをめざして
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１．基礎知識編 ～認知症への理解～
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１．認知症とは

認知症とは、いろいろな原因で脳の

細胞が死んでしまったり、働きが悪く

なったためにさまざまな障害が起こり、

生活するうえで支障が出ている状態

(およそ６ヶ月以上継続)
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認知症は脳の病気です

脳の細胞が少しず
つ壊れ脳全体が
縮んでしまう。

脳の中の血管が詰まった
り切れたりして脳に栄養
や酸素が届かず、一部の
細胞が壊れてしまう。



〈原図〉 東京医科大学病院 老年病科 羽生 春夫

顔を前から見ています。
正常な高齢者の脳と比較すると、アルツハイマーの人の脳は
縮んでいて、隙間（黒い部分）が多くあります
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２．認知症の症状

(2)
基本症状

①記憶障害
②見当識障害
③理解・判断力
の低下

④実行機能障害

(3) 
行動・心理症状

○不安
○焦燥
○うつ状態
○幻覚・幻聴
○徘徊
○興奮
○暴力・暴言
○妄想 など

(1) 
脳の病気

○細胞が
壊れる
○働きが
悪 くなる

性格
他の病気

社会的要因
環境的要因

心理的要因
ストレス

治らない
改善できる関わる人達の心がけで 8



イソギンチャク

＝海馬と
側頭葉

認知症サポーター養成講座標準教材より引用

基本症状１ 記憶障害
認知症は正常な老化とどこが違うのか
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加齢によるもの忘れ 認知症のもの忘れ

経験したことの一部を忘れる 経験したことすべてを忘れる

目の前の人の名前が思い出せない 目の前の人が誰なのか分からない

物の置き場所を思い出せないことがある 置き忘れ・紛失が頻繁にある

何を食べたのか思い出せない 食べたことじたいを忘れている

約束をうっかり忘れてしまった 約束したことじたいを忘れている

物覚えが悪くなったように感じる 数分前の記憶が残らない

曜日や日付を間違えることがある 月や季節を間違えることがある

物忘れの自覚がある 物忘れの自覚がない

もの忘れと認知症の違い



• 日時や季節の感覚が

分かりにくくなる

• 方向の感覚や自分のいる場所が

分かりにくくなる

• （かなり進行すると）人間関係や

• 周りの人のことが、分かりにくくなる

基本症状② 見当識障害

時間、場所、周囲
の人物、状況などを
正しく認識する能力
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• 考えるスピードが遅くなる

• 二つ以上のことが重なるとうまく処理できなくなる

• 些細な変化などでも、混乱を来たしやすくなる

• 観念的な事柄と、現実的、具体的な事柄が

結びつかなくなる
悪徳商法の被害に合ったり、機械(自動販売機・自動改札・ATM・

電化製品など）がうまく使えない

基本症状③ 理解・判断力の低下

ゆっくりやれば大丈夫！！

ひとつずつやれば大丈夫！！

補い、助けてくれる人がいれば安心！！

周りの人の理解と、ちょっとした手助けがあれば大丈夫です。
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計画を立てて行動することができなくなる。
献立をたてて買い物をすることや、
食事の時間に合わせて調理することが難しくなる

何もできないわけではないので、
できない部分だけ

手助けをする

たとえば

基本症状４ 実行機能障害

炊飯器のスイッチ
入れておく？



14

認知症の人の気持ち

不安

抑うつ
自信がない

絶望感

孤独

失敗感

恐怖

自責の念混乱



２．対応編 ～認知症の方や介護者への対応～
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○具体的な対応の６つのポイント
・まずは様子を見ながら、気持ちに余裕をもって対応する

・声をかけるときは、まずは１人で

→一度に数名から声をかけられると混乱してしまいます。

・後ろから声をかけない→認知症の方は前方に集中しています。

・相手に目線を合わせてやさしい口調で

・わかりやすく、はっきりした滑舌で短文で

・相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

１．認知症の人と接する時の心がまえ
○認知症の人の対応心得“３つのない”

１ 驚かせない

２ 急がせない

３ 自尊心を傷つけない
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成年後見制度
認知症等で判断能力の十分でない人が不利益を
受けないようにするため、家庭裁判所に申立て、
契約等を本人に代わって行う人(法定代理人)を付ける制度

日常生活自立支援事業 （旧 地域福祉権利擁護事業）

認知症等で、日常生活を営むのに支障がある人に、
（1）福祉サービスの利用援助サービス
（2）日常的金銭管理サービス
（3）書類等の預かりサービス を行う。

知っておいてほしい制度や法律
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高齢者虐待防止法

高齢者虐待には、

• 身体的虐待、心理的虐待、ネグレクト（介護放棄）、
性的虐待、経済的虐待があります。

• 「高齢者虐待防止法」により、高齢者虐待の発見を
したときは、行政機関へ通報することが求められて
います。

• 『虐待かもしれない』と思った時は、警察、お近くの
区役所地域福祉課または地域包括支援センター
に相談、連絡をしてください。秘密は守られます。
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高齢者虐待のサイン（例）

●高齢者自身●

• 身体に傷やあざが頻繁に見られる。または、

どうしてその傷やあざができたかの説明が曖昧

• 「家にいたくない」「帰りたくない」の訴えがある

• 家が極端に不衛生だったり、異臭がする

• 寝具や衣服が汚れたままのことが多い

• 年金収入や貯金があるのに「お金が無い」と

訴える

• 急におびえたり、恐がったりする
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高齢者虐待のサイン（例）

●高齢者をとりまく環境●

• 高齢者の世話や介護に対する拒否的な発言が
しばしばみられる

• 高齢者に対して過度に乱暴な口のきき方をする

• 家から高齢者や養護者・家族の怒鳴り声や悲鳴
などが聞こえる

• 訪問しても、高齢者に会えない、または会わす

のを嫌がられる
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２．介護者の気持ちを理解する
家族の誰かが認知症になってしまったら・・・
誰しもショックを受け、とまどい、混乱に陥ります。
割り切りや受容の気持ちが生まれても、また問題行動が
起こると、混乱や怒りなどの気持ちが再度生じます。
（気持ちは、第①~第④ステップ間で揺れ動きます。）

第①
ステップ

第②
ステップ

第③
ステップ

第④
ステップ

とまどい

否 定

混 乱
怒 り
拒 絶

割り切り 受 容

認知症を地域で支える活動では、

認知症介護をしている家族への理解がとても重要です
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３．資料編 ～堺市における認知症の取組～
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認知症の状態に応じた
適時・適切な医療・介護等の提供

●「認知症支援のてびき」

・認知症の進行にあわせて、いつ、

どこで、どのような医療・介護サービス

を受けることができるかを示すリーフレット

・（一般用）、（本人・家族用）、（支援者用）の3種類

を作成し、地域包括支援センターや区役所等

関係機関にて配布中
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堺市認知症疾患医療センター
●公益財団法人 浅香山病院
●医療法人杏和会 阪南病院

堺市が指定した医療機関で、認知症についての
専門医療相談、鑑別診断、身体合併症・周辺症状、
かかりつけ医との連携、患者・家族への介護サービス
情報の提供と相談への対応、及び介護サービスとの
連携等を行っている。

認知症疾患医療センター
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【設置機関】

認知症疾患医療センター浅香山病院

認知症疾患医療センター阪南病院

【相談依頼窓口】お住まいの地域を担当する
地域包括支援センターまで

認知症初期集中支援チーム

認知症の発症から生活機能障害の進行に合わせて
提供される、医療や介護保険サービスなどの
適切なサービスにつながっていない認知症の方や
その家族に、早期に関わる「認知症初期集中
支援チーム」を設置し、早期診断・早期対応に
向けた支援体制を構築することをめざす。
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●堺市みまもりあい事業

堺市みまもりあい事業 26検索

緊急連絡用の「みまもりあいステッカー」と、専用アプリ「みまもりあい
アプリ」を活用して、行方不明になるおそれのある認知症高齢者等を地域
全体で見守る事業です。個人情報を保護したまま簡単に捜索依頼ができます。

詳しくは、

無料アプリをダウンロードするだけで、
誰でもすぐに協力者になれます。

是非ともご協力を！

みまもりあいステッカー



●認知症予防 「堺コッカラ体操」

●認知症カフェ「堺ぬくもりカフェ」
認知症の方と家族、地域住民、支援者など誰でも参加できる場で、
交流や情報交換、レクリエーションなどをしながら、安心した時間を
過ごせます。専門職へ認知症等に関する相談もできます。
開催場所は、

詳しくは、

堺コッカラ体操検索

堺ぬくもりカフェ検索 27



●認知症サポーター養成講座
認知症を理解し、地域で認知症の方にさりげなく見守って

くれたり、いざというときに手を差しのべたり、できる範囲で

認知症の方を支えるサポーターを養成します。

認知症サポーター養成講座

修了者には、サポーターの証

として、認知症サポーター
カードをお渡ししています。

「ロバ隊長」は、
「認知症サポーター
キャラバン」の
マスコットです。
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認知症サポーターカード



堺市では、市職員や地域の高齢者見守り関係者を対象に、
“世界アルツハイマー月間”に合わせて、毎年９月を「認知症
にやさしいまち堺」月間とし、名札カードを携帯して、認知症
対応に関する資質向上と、意識の醸成を図ります！

名札カード（表） 名札カード（裏）

長 寿 長寿支援課
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※地域包括ケアシステムとは、高齢者が、可能な限り住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けられる
よう、医療・介護・介護予防・住まい・日常生活支援が、包括的に確保される体制のこと

皆さんの力で、認知症になっても、安心していつまでも住み慣れた地域で
暮らし続けられるまちさかいをめざします！

「地域包括ケアシステム」の推進をめざして

ご覧いただきありがとうございました。

平成３０年１０月施行「堺市超高齢社会に対応するための地域包括ケアシステムの推進に関する条例」
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